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完成検査における不適切な取扱いへの対応等について 

 

 

 

昨年 12 月 22 日及び本年 2月 1日付けで、燃費・排出ガス検査の測定結果

の書き換え事案に関し、詳細に調査し報告するよう指示し、本年 4月 27 日

付け「「完成検査における不適切な取り扱いへの対応について」についての

ご報告」により、貴社から燃費・排出ガス検査に係る不正な書き換え事案に

ついての報告を受けたところであるが、その後に行った立入検査の結果の精

査の過程で、①運転が測定モードに合わせられず失敗（トレースエラー）し

た測定及び②測定室内の湿度が範囲外であった測定（湿度エラー）に対し、

書き換えを行う等により有効な測定として処理した事案が判明したところで

ある。 

 

このことは、貴社における不適切完成検査事案の全容解明に対する取り組

み姿勢に疑問を抱かざるを得ず、極めて遺憾である。 

 

ついては、万全の調査態勢を構築した上で、新規判明の二事案に関し徹底

調査するとともに、他に完成検査に係る不適切事案が無いかどうかについて

徹底調査し、その結果に基づき再発防止を策定の上、一ヶ月を目途に報告す

るよう求める。 

 

なお、本報告要請は、道路運送車両法第 63条の 4第 1項、第 75 条の 6第 1

項及び第 100 条第 1 項の規定に基づくものであり、報告の内容によっては、

新たな措置を講じることがあることを申し添える。 


